
［2面］離職した方の再就職を支援 ［3面］平成26年度各種税証明6／9(月)から発行、介護保険料が決定 通知書を

6／11(水)発送 ［4面］区政モニターにご協力を、亀戸・大島地区「パートタイム」就職面接会6／25(水)、6月は食育月間

今号の
主な内容

NO.1810

6 1

｢ことみせ｣は区内のお店の魅力を発掘・発信し、お
知らせする事業です。
○クーポンを利用すれば、区内外問わず、どなたでも
割引やプレゼントの進呈など、そのお店が提供する
独自の特典を受けることができます。
○専門のスタッフが直接取材し、まだ知られていない
お店の魅力を｢発掘｣し、｢発信｣します。

情報誌｢ことみせ｣およびホームページ｢ことみせ｣で
は、｢ことみせスタッフ｣の徹底取材によりお店の魅力
を紹介します。これまでは言葉や写真に表せなかった
そのお店ならではの魅力や、特売・メニューといった
買い物・食事等に役立つ情報を積極的に発信していき
ますので、ぜひご覧ください。
▢問 経済課商業振興係☎3647-9502、ことみせ事務局
☎5628-0573▢ｅ info@kotomise.jp

クーポンは2種類
［ことみせくーぽん］すべての登録店で通年利用できる共通のク
ーポンです。
［スペシャルクーポン］情報誌への掲載時などに発行される、そ
のお店だけで使用できる特別なクーポンです。使用できる店舗
が限られ、有効期限もありますが、｢ことみせくーぽん｣とは違
うよりお得な特典を受けることができます。
［利用上の注意］

○注文時にお店の方に、情報誌またはホームページから出力し
たクーポンを渡すか、スマートフォンからクーポン画面を表
示し、提示してください。
○1枚で1人1回限り有効です。
○他サービスとの併用は各店舗にてお問い合わせください。
○換金はできません。
○特典内容によりサービスが終了している場合があります。

情報誌またはホームページから入手

情報誌｢ことみせ｣は年5回発行(予定)で、第1号は6／30(月)に
発行予定です。ホームページ｢ことみせ｣は6／1(日)に開設しま
した。クーポンは6／1(日)から利用できます。利用できる店舗
と特典内容は、区役所・出張所等で配布する登録店一覧または、
ホームページ｢ことみせ｣でご確認ください。また、下部に｢こと
みせくーぽん｣を添付していますので、ぜひ一度ご利用ください。
［情報誌配布場所］区役所、出張所、登録店、区内都営地下鉄7駅
のパンフレットラックほか▢HP http://www.kotomise.jp

▲クーポンを利用するだけで、登録店がさまざまな特典でおもてなし

▲魅力を探して区内を駆け回ります

ことみせくーぽん※切り離して
ご利用ください

区
で
は
︑
�
月
�
日
︵
日
︶
か
ら
︑
江
東
お
店
の
魅
力
発
掘
発
信
事
業

﹁
こ
と
み
せ
﹂
を
開
始
し
ま
す
︒
情
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ク
ー

ポ
ン
を
利
用
す
れ
ば
︑
区
内
外
問
わ
ず
︑
ど
な
た
で
も
こ
の
事
業
に
登
録

し
た
お
店
で
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
お
店
を
直
接
取
材
し
︑
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
︒
な
お
︑﹁
こ
と
み
せ
﹂
開
始
に
伴
い
︑
さ
ざ
ん

か
カ
ー
ド
事
業
は
終
了
し
ま
し
た
︒
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

▲情報誌｢ことみせ｣

▲ホームページ｢ことみせ｣
(画像は開発段階のものです)
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2平成26年(2014年)�月�日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

議
長

榎
本
雄
一
︵
自
民
︶

歳
58

平
成
�
年
か
ら
︑
区
議
当
選
�
回
︒

企
画
総
務
委
員
長
︑
清
掃
港
湾
・
臨

海
部
対
策
特
別
委
員
長
︑
議
会
運
営

委
員
長
︑
議
員
選
出
監
査
委
員
等
を

歴
任
︒
議
長
は
�
回
目
︒

去
る
�
月

日
に
第
�
回
区
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
︑
議
長
選
挙
︑
常

23

任
・
議
会
運
営
・
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
︑
監
査
委
員
︵
議
員
選
出
︶

の
選
任
同
意
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

委
員
構
成
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
�
月

日
発
行
予
定
の
区
議
会
だ

11

よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒
ま
た
︑
臨
時
会
の
様
子
は
︑
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
﹂
サ
イ
ト
内
に
﹁
録
画
中
継
﹂
と
し
て

映
像
を
配
信
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
他
︑
区
議
会
で
は
︑
本
会
議
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
︵
生
中

継
・
録
画
中
継
︶
を
随
時
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

常
任
委
員
会

◇
企
画
総
務
委
員
会
(
�
人
)

◎
堀

川

幸

志
(
自
民
)

〇
関

根

友

子
(
公
明
)

◇
区
民
環
境
委
員
会
(
�
人
)

◎
板

津

道

也
(

)
50

○
釼

先

美

彦
(
自
民
)

◇
厚
生
委
員
会
(
�
人
)

◎
徳

永

雅

博
(
民
主
)

○
赤
羽
目

民

雄
(
共
産
)

◇
建
設
委
員
会
(
	
人
)

◎
正

保

幹

雄
(
共
産
)

○
小

嶋

和

芳
(
公
明
)

◇
文
教
委
員
会
(
�
人
)

◎
磯

野

繁

夫
(
公
明
)

○
竹

田

将

英
(
自
民
)

議
会
運
営
委
員
会
(

人
)

10

◎
山

本

香
代
子
(
自
民
)

○
高

村

直

樹
(
公
明
)

特
別
委
員
会

◇
清
掃
港
湾
・
臨
海
部
対
策

特
別
委
員
会
(

人
)

11

◎
若

林

し
げ
る
(
自
民
)

○
石

川

邦

夫
(
公
明
)

◇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
対
策
特
別
委
員
会
(

人
)

10

◎
佐

藤

信

夫
(
自
民
)

○
鬼

頭

た
つ
や
(

)
50

◇
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・
南
北

交
通
対
策
特
別
委
員
会
(

人
)

10

◎
秋

田

茂

夫
(
公
明
)

○
鈴

木

綾

子
(
民
主
)

◇
医
療
・
介
護
保
険
制
度

特
別
委
員
会
(

人
)

10

◎
中

沢

正

夫
(
自
民
)

○
そ
え
や

良

夫
(
共
産
)

議
員
選
出
監
査
委
員

高

橋

め
ぐ
み
(
自
民
)

細

田

勇
(
公
明
)

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
(
�
�
�
	
)
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�
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証
明
書
自
動
交
付
機
は
︑
窓
口
で

申
請
書
を
記
入
す
る
必
要
が
な
く
︑

休
日
や
夜
間
に
も
利
用
で
き
る
の
で
︑

大
変
便
利
で
す
︒

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
︑
江
東
区
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
︵
成
年

被
後
見
人
・

歳
未
満
の
方
は
除
く
︶

15

で
す
︒
利
用
に
は
︑
﹁
証
明
書
自
動

交
付
機
カ
ー
ド
﹂
ま
た
は
自
動
交
付

機
の
利
用
登
録
を
し
た
﹁
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
﹂
が
必
要
で
す
︒

﹇
自
動
交
付
機
で
発
行
で
き
る
証
明

書
﹈
住
民
票
の
写
し
︑
印
鑑
登
録
証

明
書
︵
印
鑑
登
録
済
の
本
人
分
の

み
︶
︑
課
税
・
非
課
税
証
明
書
︵
現
年

度
分
・
本
人
分
の
み
︶

﹇
自
動
交
付
機
に
よ
る
発
行
手
数
料
﹈

証
明
書
�
通
に
つ
き
�
�
�
円
︵
窓

口
発
行
手
数
料
は
�
�
�
円
︶

﹇
自
動
交
付
機
の
設
置
場
所
・
台
数
﹈

上
表
の
と
お
り

自
動
交
付
機
カ
ー
ド
の
交
付

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
た
め
の

専
用
カ
ー
ド
で
す
︒

※
申
請
時
に
官
公
署
発
行
の
写
真
付

身
分
証
明
書
︵
パ
ス
ポ
ー
ト
や
運
転

免
許
証
︶
等
を
持
参
さ
れ
た
場
合
は
︑

即
日
交
付
し
ま
す
︒
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
窓
口
で
の
申
請
後
︑
照
会
書

を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
︵
郵
便
事
情

に
よ
り
日
数
が
か
か
り
ま
す
︶
︒
照

会
書
が
届
き
ま
し
た
ら
︑
照
会
書
と

本
人
確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
︑

再
度
窓
口
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
︑

交
付
と
な
り
ま
す
︒

※
カ
ー
ド
の
申
込
と
受
け
取
り
は
必

ず
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

▢費
無
料

▢申
本
人
確
認
で
き
る
書
類
を
持
参

し
︑
区
民
課
証
明
係
︵
区
役
所
�
階

�
番
︶
ま
た
は
各
出
張
所
へ

�
月
�
日
︵
日
︶
午
後
�
時
～

自
動
交
付
機
の
休
止

�
月

日
︵
日
︶
の
午
後
�
時
～

終
日
︑
税
証
明
の
発
行
年
度
の
切
り

替
え
の
た
め
︑
区
内
す
べ
て
の
交
付

機
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
︒
証
明
書
が

必
要
な
方
は
︑
事
前
に
ご
準
備
く
だ

さ
い
※
�
月
�
日
︵
月
︶
か
ら
︑
交

付
機
よ
り
発
行
さ
れ
る
︵
非
︶
課
税

証
明
書
は

年
度
に
な
り
ま
す
︒

26

▢問
区
民
課
証
明
係

☎
(
�
�
�
	
)
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�
�

区
で
は
︑
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職

し
た
方
で
︑
就
労
能
力
と
就
労
意
欲

の
あ
る
方
に
対
し
て
︑
住
宅
支
援
給

付
と
し
て
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
支
給

し
な
が
ら
︑
常
用
就
職
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

﹇
支
給
対
象
者
﹈
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
支
給
申
請
時
に
お
い
て
離
職
後
�

年
以
内
お
よ
び

歳
未
満
の
方

65

②
離
職
前
に
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃

金
を
得
て
︑
主
と
し
て
世
帯
の
生

計
を
維
持
し
て
い
た
方
︒
た
だ
し
︑

離
婚
等
に
よ
り
申
請
時
に
世
帯
の

生
計
の
中
心
者
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
対
象

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意

欲
が
あ
り
︑
次
の
�
点
が
実
行
で

き
る
方

・
公
共
職
業
安
定
所
で
の
職
業
相
談

を
月
�
回
以
上
受
け
る
こ
と

・
区
の
住
宅
就
労
支
援
員
の
面
接
支

援
を
月
�
回
以
上
受
け
る
こ
と

・
求
人
先
へ
の
応
募
等
を
原
則
週
�

回
以
上
行
う
こ
と

④
支
給
開
始
後
︑
次
の
�
点
の
い
ず

れ
か
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
︵
自
ら
の
就
職
活
動
で
就

職
可
能
で
あ
る
と
区
が
判
断
し
た

方
を
除
く
︶

・
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
日
常
・

生
活
支
援

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
実
施
す
る
就
労

自
立
促
進
事
業
に
よ
る
支
援

⑤
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
︑
ま
た
は

賃
貸
住
宅
に
居
住
し
︑
住
宅
を
喪

失
す
る
恐
れ
が
あ
る
方

⑥
申
請
日
の
属
す
る
月
の
世
帯
の
総

収
入
が
次
の
金
額
未
満
も
し
く
は

以
下
で
あ
る
方

・
単
身
世
帯


�
︑
�
�
�
円
に
家
賃
額
︵
上

限
�

�
︑
	

�

�

円
︶
を
加
え
た

額
未
満

・
�
人
世
帯

�
	
�
︑
�
�
�
円
以
下

・
�
人
以
上
世
帯

�
	
�
︑
�
�
�
円
に
家
賃
額

︵
上
限
�
�
︑

�
�
円
︶
を
加
え

た
額
未
満

⑦
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
額
が
次
の

金
額
以
下
で
あ
る
方

・
単
身
世
帯

万
円

50

・
そ
の
他
世
帯

�
�
�
万
円

⑧
国
や
自
治
体
の
実
施
す
る
類
似
の

貸
付
ま
た
は
給
付
金
を
受
け
て
い

な
い
方

⑨
申
請
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
の
い

ず
れ
も
が
暴
力
団
員
で
な
い
方

﹇
支
給
額
﹈
次
の
金
額
を
上
限
と
し
て

家
賃
の
実
費
分
を
支
給

○
単
身
世
帯

�
�
︑
	
�
�
円

○
�
人
以
上
世
帯

�
�
︑

�
�

円

※
住
宅
支
援
給
付
支
給
額
は
直
接
︑

入
居
住
宅
の
貸
主
等
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
︒

﹇
支
給
期
間
﹈
支
給
申
請
の
属
す
る
月

以
降
か
ら
開
始
し
︑
原
則
�
か
月
間
︒

た
だ
し
支
給
対
象
者
③
で
掲
げ
る
条

件
を
誠
実
に
実
施
し
て
い
る
方
は
︑

�
か
月
延
長
可
︒
さ
ら
に
︑
④
の
支

援
を
継
続
し
て
受
け
て
い
る
場
合
は
︑

�
か
月
再
延
長
可
︒

﹇
必
要
書
類
﹈

○
本
人
確
認
書
類

︵
運
転
免
許
証
︑
健
康
保
険
証
︑

住
民
票
の
写
し
︑
戸
籍
謄
本
等
︶

○
離
職
関
係
書
類

︵
�
年
以
内
に
離
職
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類
︶

○
収
入
関
係
書
類
︵
給
与
明
細
︑
年

金
の
通
知
等
︶

○
預
貯
金
関
係
書
類
︵
通
帳
等
︶

﹇
深
川
地
区
お
よ
び
東
砂
�

～
�

丁

目
︑
南
砂
︑
新
砂
の
方
の
問
合
先
﹈

保
護
第
一
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶

24

☎
(
�
�
�
	
)

�

	

﹇
城
東
地
区
の
う
ち
亀
戸
︑
大
島
︑
北

砂
︑
東
砂
�
～
�
丁
目
︑
夢
の
島
︑

新
木
場
︑
若
洲
の
方
の
問
合
先
﹈

保
護
第
二
課
︵
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

�
階
︶

☎
(
�
�
�
	
)
�
	
�
�

深川江戸資料館
(白河1-3-28)

※上記のほか機器の保守点検等により、利用できないことがあります。

証明書自動交付機 設置場所・利用時間

東陽区民館(東陽3-1-2)

出張所(富岡・豊洲・小松
橋・大島・砂町・南砂)

カメリアプラザ(亀戸文化
センター)内(亀戸2-19-1)
総合区民センター2階
(大島4-5-1)
東大島図書館
(大島9-4-2-101)
サンドラッグ東砂店
(東砂1-3-38)

区役所

江東図書館(南砂6-7-52)

2階
(2台)

場所(所在地)

月曜・第1金曜・
年末年始ほか

年末年始ほか

休館日

年末年始

年末年始

第2・第4月曜・
年末年始ほか

第2・第4月曜・
年末年始ほか

月曜・祝日・
年末年始

土・日曜、祝日
年末年始

年末年始
利用休止日(※)

ミニストップ潮見駅前店
(潮見2-6-1)

イオン東雲店
(東雲1-9-10)

豊洲文化センター
(豊洲2-2-18)

月曜、第1金曜、
年末年始ほか

年末年始

9：00〜19：00

8：30〜17：00

8：30〜17：00

8：30〜17：00(水曜は
19：00まで)

8：30〜21：00
利用時間

1階

9：00〜20：00(日曜・
祝日は17：00まで)

10：00〜21：00

9：00〜20：00(日曜・
祝日は17：00まで)

8：30〜21：00(第2・第
4月曜は17：00まで)

8：30〜21：00

8：30〜21：00

8：30〜21：00

9：00〜21：00

第
�
回
区
議
会
臨
時
会
が

第
�
回
区
議
会
臨
時
会
が

開
会
さ
れ
る

開
会
さ
れ
る

�

※
敬
称
略
︑
◎
委
員
長

○
副
委
員
長�
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▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金に関するお問い合わせは、相談窓口またはコールセンターへ［相談窓口開設場所］江東区文化センター2階(東陽
4-11-3)▢問コールセンター☎3647-4596(いずれも月〜金曜の9：00〜17：15※祝日は除く)

先
月
�
日
︑
こ
ど
も
の
日
の
早
朝

に
起
こ
っ
た
地
震
に
は
驚
き
ま
し
た
︒

首
都
直
下
地
震
の
発
生
が
言
わ
れ
て

い
る
中
︑
つ
い
に
来
た
か
と
気
を
引

き
締
め
ま
し
た
が
︑
都
内
で
は
千
代

田
区
の
震
度
�
弱
が
最
大
震
度
で
︑

本
区
で
は
震
度
�
を
記
録
し
た
も
の

の
大
き
な
被
害
も
な
く
︑
ほ
っ
と
胸

を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
︒

東
日
本
大
震
災
か
ら
�
年
が
経
ち
︑

皆
さ
ん
の
中
で
は
あ
の
記
憶
が
徐
々

に
薄
れ
て
き
て
は
い
ま
せ
ん
か
︒

い
ざ
と
い
う
時
の
安
全
確
保
は
︑

ま
ず
は
自
分
自
身
で
身
を
守
る
﹁
自

助
﹂
︒
次
に
近
隣
の
助
け
合
い
﹁
共

助
﹂
が
大
切
で
す
︒
こ
の
共
助
の
力

を
一
層
高
め
る
た
め
︑
区
で
は
昨
年

度
よ
り
︑
学
校
の
避
難
所
を
中
心
と

し
た
︑
災
害
時
の
地
域
連
携
の
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

地
域
の
関
係
団
体
や
学
校
の
職
員
︑

区
の
職
員
等
が
集
ま
っ
て
﹁
学
校
避

難
所
運
営
協
力
本
部
連
絡
会
﹂
を
学

校
ご
と
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
︒
こ
の

場
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
役
割

分
担
な
ど
︑
よ
り
具
体
的
な
動
き
の

確
認
を
し
て
い
ま
す
︒
自
然
災
害
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
︑
事
前
の
対
策

を
講
じ
︑
被
害
を
軽
減
す
る
事
は
可

能
で
す
︒
地
域
の
力
を
合
わ
せ
て
発

災
時
の
被
害
を
最
小
に
抑
え
︑
人
と

ま
ち
を
守
る
の
で
す
︒
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

さ
て
︑
�
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
あ
た
り
︑

本
区
内
に
は

の
競
技
場
が
配
置
さ

17

れ
る
予
定
で
す
︒
そ
こ
で
現
在
︑
本

大
会
後
も
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
や

﹁
お
も
て
な
し
﹂
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
今
後
私
は
ぜ
ひ

と
も
︑
区
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を

直
接
お
伺
い
す
る
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒
詳
細
が
決
ま
れ

ば
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
︒

皆
さ
ん
の
知
恵
と
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
︑
み
ん
な
で
一
緒
に
こ
の

大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
︒

地
域
の
連
携
で
災
害
に
備
え
ま
す
︒

学
校
避
難
所
運
営
協
力
本
部
連
絡
会

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

で
︑
年
金
か
ら
住
民
税
の
引
き
落
と

し
︵
特
別
徴
収
︶
と
な
る
方
は
︑
次

の
方
法
で
引
き
落
と
し
を
行
い
ま
す
︒

﹇
対
象
と
な
る
方
﹈
平
成

年
中
に
公

25

的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
た
方
の

う
ち
︑
平
成

年
�
月
�
日
に
老
齢

26

基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

歳
65

以
上
の
方
で
︑
介
護
保
険
料
が
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
方

※
次
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

○
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が

万
18

円
未
満
の
方

○
老
齢
基
礎
年
金
等
か
ら
所
得
税
額
︑

介
護
保
険
料
︑
国
民
健
康
保
険
料

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
控
除
し
た
額
が
住
民
税
額
に
満

た
な
い
方

﹇
対
象
と
な
る
税
額
﹈
公
的
年
金
等
の

所
得
に
か
か
る
住
民
税
額
︵
所
得
割

額
と
均
等
割
額
︶

﹇
徴
収
方
法
﹈
年
�
回
の
公
的
年
金
支

払
い
時
に
︑
日
本
年
金
機
構
等
が
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
特
別
徴
収
し
︑

各
市
区
町
村
に
納
入
し
ま
す
︒

﹇
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
対
象
の
方
﹈

�
月
・
�
月
・
�
月
に
支
給
さ
れ

た
年
金
か
ら
平
成

年
�
月
に
徴
収

26

さ
れ
た
税
額
と
同
額
を
引
き
落
と
し

ま
す
︵
仮
徴
収
︶
︒
ま
た
︑
平
成

年
26

度
の
公
的
年
金
等
に
係
る
年
税
額
か

ら
�
月
・
�
月
・
�
月
に
徴
収
さ
れ

た
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を
�
回
に

分
割
し
︑

月
・

月
・
平
成

年

10

12

27

�
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す

︵
本
徴
収
︶
︒

﹇
今
年
度
新
た
に
対
象
と
な
る
方
﹈

納
め
て
い
た
だ
く
べ
き
公
的
年
金

等
に
か
か
る
年
税
額
の
�
分
の
�
に

相
当
す
る
額
を
�
月
・
�
月
に
納
付

書
や
口
座
振
替
に
よ
り
ご
自
身
で
納

め
て
い
た
だ
き
︵
普
通
徴
収
︶
︑
残

額
を

月
・

月
・
平
成

年
�
月

10

12

27

の
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
︵
特

別
徴
収
︶
︒

納
税
通
知
書
�
月
�
日
︵
月
︶
発
送

平
成

年
度
住
民
税
︵
特
別
区
民

26

税
・
都
民
税
︶
の
税
額
決
定
の
通
知

書
は
�
月
	
日
︵
月
︶
に
発
送
し
ま

す
︒
納
期
は
�
月

日
︵
月
︶︵
第
一

30

期
︶
︑
	

月
�

日
︵
月
︶
︵
第
二
期
︶
︑

月

日
︵
金
︶
︵
第
三
期
︶
︑
平
成

10

31

年
�
月
�
日
︵
月
︶︵
第
四
期
︶
で

27す
︒▢問

課
税
課

☎
(
�
�
�

)
�
�
�
�
～

�
・
�
�
�
�

特
別
区
民
税
・
都
民
税︵
普
通
徴
収
︶
︑

軽
自
動
車
税
の
納
付
が
便
利
に

�
月
か
ら
お
送
り
し
て
い
る
納
付

書
で
は
︑
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
Ａ

Ｔ
Ｍ
な
ど
で
納
付
が
で
き
ま
す
︒
詳

細
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
︑
新
し
い
納
付
方
法
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
︒

納
付
方
法
の
拡
充
を
図
り
︑
皆
さ

ん
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
︒

今
後
と
も
納
期
限
内
の
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
納
税
課
収
納
推
進
係

☎
(
�
�
�

)
�
�
�
�

平
成

年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

26

民
税
の
課
税
・
非
課
税
・
納
税
証
明

は
︑
�
月
	
日
︵
月
︶
か
ら
区
役
所

区
民
課
総
合
窓
口
︵
�
階
�
番
︶
︑

各
出
張
所
で
取
り
扱
い
ま
す
︒
証
明

書
自
動
交
付
機
で
は
︑
現
年
度
︵
平

成

年
度
︶
の
非
課
税
・
課
税
証
明

26
書
の
み
取
り
扱
い
ま
す
︒

税
証
明
の
交
付
申
請
を
さ
れ
る
方

は
︑
本
人
を
確
認
で
き
る
身
分
証
明

書
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
交
付
申
請
を
代
理
の
方
が

行
う
場
合
は
︑
依
頼
人
自
筆
の
委
任

状
︵
押
印
の
こ
と
︶
と
代
理
人
の
身

分
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
都
営
住
宅
居
住
者
の
収
入

報
告
の
た
め
の
提
出
資
料
と
し
て
︑

課
税
証
明
書
の
代
わ
り
に
︑
税
額
決

定
通
知
書
︵
本
書
に
限
る
︶
を
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
︒

▢問
課
税
課
課
税
第
二
係

☎
(
�
�
�

)
�
�
�
�

で
支
え
る
制
度
で
す
︒
保
険
料
を
納

め
な
い
で
い
る
と
︑
滞
納
期
間
に
応

じ
て
︑
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
に
利
用
者
負
担
が
�
割
か
ら
�
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
︑
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る

な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
︒
納
付
が
困
難
な
場
合
は
︑

分
割
納
付
等
の
納
付
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
徴
収
嘱
託
員
が
保
険
料
未

納
世
帯
を
直
接
訪
問
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
︒
徴
収
嘱
託
員
は
江
東
区
の

発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯

し
て
い
ま
す
︒

病
気
療
養
中
等
で
外
出
が
困
難
な

方
に
は
︑
ご
自
宅
ま
で
徴
収
に
伺
い

ま
す
の
で
︑
介
護
保
険
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
︒

▢問
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
�
�
�

)
	
�
	
�

平
成

年
度
の
年
間
保
険
料
額
が
︑

26

�
月
に
確
定
す
る
住
民
税
の
合
計
所

得
金
額
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
︒

�
月

日
︵
水
︶
に
﹁
介
護
保
険

11

料
額
決
定
通
知
書
﹂
を
︑

歳
以
上

65

の
方
全
員
に
送
付
し
ま
す
︒
詳
細
は
︑

同
封
す
る
介
護
保
険
だ
よ
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

保
険
料
の
納
付
方
法

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
�
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
︒

○
特
別
徴
収

老
齢
・
退
職
年
金
︑
障
害
年
金
お

よ
び
遺
族
年
金
を
年
額

万
円
以
上

18

受
給
し
て
い
る
方
は
︑
保
険
料
を
年

金
か
ら
の
差
し
引
き
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
︒

た
だ
し
︑

歳
に
な
ら
れ
た
ば
か

65

り
の
方
︑
他
の
市
区
町
村
か
ら
江
東

区
へ
転
入
さ
れ
た
方
等
は
︑
し
ば
ら

く
の
間
︑
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
︒

※
特
別
徴
収
対
象
者
は
︑
ご
本
人
の

希
望
に
よ
る
納
付
方
法
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
︒

○
普
通
徴
収

特
別
徴
収
対
象
者
以
外
の
方
は
︑

納
付
書
や
口
座
振
替
等
に
よ
る
納
付

と
な
り
ま
す
︒
前
期
分
と
し
て
�
月

～

月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

10
す
の
で
︑
各
月
の
末
日
︵
末
日
が
金

融
機
関
等
の
休
業
日
の
場
合
は
翌
営

業
日
︶
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
︒

未
納
の
保
険
料
が
あ
る
方
は

ご
相
談
を

介
護
保
険
は
︑
介
護
を
社
会
全
体

公的年金からの住民税の徴収方法
新たに対象となる方

年金からの引き落とし(特別
徴収)

納付書や口座振替に
よる(普通徴収)方 法

各月、年税額の1／6各月、年税額の1／4徴収額
10月・12月・平成27年2月6月・8月徴収月

昨年度から引き続き対象の方

年金からの引き落とし(特別徴収)方 法

各月、年税額から仮徴収し
た額を控除した額の1／3(本
徴収)

各月、今年2月と同額
(仮徴収)徴収額

10月・12月・平成27年2月4月・6月・8月徴収月

委任状の記載例

委 任 状

江東区長殿

平成 年 月 日

委任者 住 所

証明する年度の
�月�日の住所

氏 名 (印)

昼間の連絡先 ― ―

私は、下記の者を代理人として、委任事項欄の権限を委任します。

委任事項：平成 年度 住民税課税・非課税証明 通

平成 年度 住民税 納 税 証 明 通

代理人 住 所

氏 名

生年月日 Ｍ・Ｔ・Ｓ・Ｈ 年 月 日 男・女

委任する方がすべてご記入ください
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http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

区議会では、本会議のインターネット中継(生中継・録画中継)を区議会ホームページにて配信しています。ぜひご覧ください。

▢問区議会事務局調査係☎3647-3548

江
東
区
区
政
モ
ニ
タ
ー
は
区
民
の

皆
さ
ん
の
区
政
に
関
す
る
意
見
や
要

望
な
ど
を
お
聴
き
し
︑
今
後
の
施
策

に
生
か
す
た
め
に
行
う
も
の
で
す
︒

区
民
参
加
型
の
区
政
の
推
進
の
た
め
︑

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
︒

任
期
は
委
嘱
の
日
か
ら
平
成

年
27

�
月
末
日
ま
で
で
す
︒

対
象
は
︑

歳
以
上
の
区
民
の
方

20

か
ら
︑
無
作
為
抽
出
で
選
ん
だ
�
�

�
人
の
方
で
す
︒

対
象
と
な
ら
れ
た
方
に
は
︑
�
月

上
旬
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
︒
区

政
モ
ニ
タ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
︑
同
封
の
承
諾
書
に
記
入
の
う

え
︑
ご
返
送
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
︑

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
広
報
広
聴
課
広
聴
相
談
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�


区
で
は
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
進
め
る
講
座
を
年
�
回
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
︒
第
�
回
は
︑

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ベ
ラ
ン
ダ
で
ハ
ー

ブ
を
楽
し
く
育
て
る
方
法
を
学
び
な

が
ら
︑
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め

ま
す
︒
緑
の
中
の
都
市
づ
く
り
に
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
	
月
	
日
︵
月
)
・

日
︵
木
)

24

・

日
︵
木
︶
午
後
�
時
～
�
時
︵
全

31
�
回
︶
▢場
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
カ

メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
�
階
︶
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶
※

日
︵
木
︶
の
み
青
少

19

24

年
セ
ン
タ
ー
︵
亀
戸
	
︱

︱

︶

41

16

▢人
区
内
在
住
で

歳
以
上
の
全
回

16

参
加
で
き
る
方

人
︵
抽
選
︶

25

▢費
�
︑
�
�
�
円
︵
材
料
費
等
︶

▢内
ベ
ラ
ン
ダ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ら

で
は
の
ハ
ー
ブ
の
育
て
方
の
コ
ツ
︑

効
能
活
用
方
法
な
ど
※
苗
や
ポ
ッ
ト
︑

土
等
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す

▢師
草
香
も
え
︵
ハ
ー
ブ
研
究
家
︶

▢保
�

歳
�

か
月
～
就
学
前
児
童

︵
無
料
︑
申
込
時
要
予
約
︶

▢締
�
月

日
︵
金
︶
消
印
有
効

13

▢申
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
と
ふ
り

が
な
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

一
時
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
︑
こ

ど
も
の
氏
名
と
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
を
記
入
し
︑
〒

︱

区

135

8383

役
所
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係
へ
※
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま

す
▢問
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
	
�

区
で
は
︑
パ
ー
ト
就
労
に
か
か
る

合
同
面
接
会
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場

と
共
催
し
ま
す
︒
今
回
の
就
職
面
接

会
で
は
︑
亀
戸
・
大
島
地
区
に
就
業

場
所
が
あ
る
企
業

社
程
度
が
参
加

10

し
︑
そ
の
企
業
の
担
当
者
と
︑
直
接

面
接
が
で
き
ま
す
︒

※
参
加
企
業
は
お
お
む
ね
開
催
日
�

週
間
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:/
/
to
k
y
o
-

HP

h
e
llo
w
o
r
k
.js
ite
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

lis
t/
k
ib
a
.h
tm
l︶
で
紹
介
し
ま
す
︒

﹇
受
付
時
間
﹈
�
月

日
︵
水
︶
午
後

25

�
時
半
～
�
時
半

▢場
商
工
情
報
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
ー
ル
︵
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
�
階
︶

︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶

19

▢人
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
希
望
す

る
方

▢費
無
料

▢内
事
務
系
・
軽
作

業
等
︑
求
人
の
あ
る
企
業
に
よ
る
パ

ー
ト
就
職
面
接
会
﹇
持
ち
物
﹈
履
歴
書

︵
写
真
貼
付
︶
︒
面
接
は
複
数
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
面
接
を
希
望
す
る
社

数
分
ご
用
意
く
だ
さ
い
︵
コ
ピ
ー
可
︶

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

﹇
求
人
企
業
に
関
す
る
こ
と
﹈

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
事
業
所
第
一
部

門

☎
(
�
�
�
�
)
)
�
�


社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
︑
中
小

企
業
の
事
業
承
継
が
う
ま
く
い
か
ず
︑

事
業
を
続
け
て
い
け
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
︒
﹁
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
﹂
︑
﹁
あ
と
継
ぎ
は

ど
う
し
よ
う
？
﹂
︑
﹁
会
社
の
株
式
・

不
動
産
は
ど
う
な
る
の
？
﹂
こ
の
よ

う
な
疑
問
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
︒

準
備
を
す
る
の
に
早
す
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
今
回
は
入
門
編
と
し

て
︑
事
業
承
継
・
相
続
の
専
門
家
が
︑

家
族
会
議
の
行
い
方
・
後
継
者
の
選

定
と
育
成
・
目
に
見
え
な
い
資
産
の

引
き
継
ぎ
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
︒
参
加
者
に
は
﹁
事
業
承

継
ノ
ー
ト
﹂
を
差
し
上
げ
ま
す
︒

▢時
	
月
�
日
︵
水
︶
午
後
�
時
～

�
時

▢場
産
業
会
館
�
階
第
�
会
議

室
︵
東
陽
�
︱


︱

︶

▢人
区
内

18

に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
の
経

営
者
ま
た
は
従
業
員

人
︵
申
込
順
︶

20

▢費
無
料

▢師
内
藤
博
︵
中
小
企
業

診
断
士
︶

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
①
会
社

名
︵
参
加
者
名
︶
②
住
所
③
電
話
番

号
④
業
種
を
記
入
し
︑
経
済
課
産
業

振
興
係
へ

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
)
�
�
�

▢ｅ
0
6
0
2
0
2
0
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

小
学
生
を
対
象
と
し
た
こ
ど
も
だ

け
の
料
理
講
座
で
す
︒
ま
る
ご
と
一

匹
の
魚
介
類
︑
葉
や
茎
︑
皮
が
つ
い

た
ま
ま
の
野
菜
な
ど
︑
普
段
触
れ
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
食
材
を

活
用
し
ま
す
︒
実
際
に
触
っ
て
︑
に

お
い
を
か
い
で
︑
食
材
の
色
の
ヒ
ミ

ツ
な
ど
も
楽
し
く
学
び
な
が
ら
︑

﹁
食
﹂
や
料
理
に
対
す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
ま
し
ょ
う
︒

最
終
回
に
保
護
者
見
学
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
︒
希
望
者
は
実
費
︵
�

�
�
円
程
度
︶
負
担
で
こ
ど
も
た
ち

が
作
っ
た
料
理
を
試
食
で
き
ま
す
︒

▢時
	
月
�
日
・

日
・

日
︵
日

13

20

曜
全
�
回
︶
午
前

時
半
～
午
後
�

10

時
半

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

▢人
小
学
�

～
�

年
生

人
24

︵
全
回
参
加
で
き
る
方
お
よ
び
未
受

講
者
を
優
先
し
︑
抽
選
︶

▢費
教
材

費
�
︑
�
�
�
円
︵
全
�
回
分
︶

▢師
田
口
成
子
︵
料
理
研
究
家
・
お

さ
か
な
マ
イ
ス
タ
ー
︶

▢締
�
月

日
︵
木
︶
必
着

19

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
︑

窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑
は
が
き
に

①
講
座
名
②
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
③
学

年
④
性
別
⑤
郵
便
番
号
・
住
所
⑥
電

話
番
号
⑦
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
し
︑

〒

︱

扇
橋
�
︱

︱

�
︵
パ
ル

135

0011

22

シ
テ
ィ
江
東
内
︶
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
へ
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

☎
(

�
)
�
)
�
�
�
�

℻
(

�
)
�
)
�
�
�
�

よ
う
！
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
︑
親
し

み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
食
育
標
語

を
�
月
に
募
集
し
ま
し
た
︒
小
学
生

部
門
�
︑
	
�
�
点
︑
中
学
生
部
門
�
︑

�
	
)
点
︑
計

︑
�
)
	
点
の
応

募
の
中
か
ら
︑
審
査
の
結
果
︑
各
部

門
の
優
秀
賞
と
入
賞
を
決
定
し
ま
し

た
︒
受
賞
作
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

▢問
健
康
推
進
課
栄
養
指
導
担
当

☎
(
�
�
�
	
)
�
	
�
�

食
育
応
援
講
座

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
育
活
動
を

お
手
伝
い
し
ま
す
︒
ご
希
望
に
応
じ

た
内
容
で
お
話
や
調
理
実
習
な
ど
楽

し
く
実
施
し
ま
す
︒

﹇
メ
ニ
ュ
ー
例
﹈

○
食
事
と
運
動
で
実
践
！
ダ
イ
エ
ッ

ト
講
座

○
こ
れ
な
ら
続
け
ら
れ
る
簡
単
糖
尿

病
の
食
事

各
保
健
相
談
所
ま
で
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

▢時

▢場
相
談
に
応
じ
ま
す

▢人
10

人
程
度
～

▢費
無
料

▢内
講
義
・
調

理
実
習
・
調
理
デ
モ

▢申
各
保
健
相
談
所
へ

▢問
城
東
保
健
相
談
所

☎
(
�
�
�
	
)
�

�
�

深
川
保
健
相
談
所

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
)
�

深
川
南
部
保
健
相
談
所

☎
(

�
�
�
)
�
�
�
�

城
東
南
部
保
健
相
談
所

☎
(

�
�
�
)

�
�
�

組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
食
育
事
業

を
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
︒

食
育
標
語
の
優
秀
賞
が
決
定

食
育
の
推
進
に
あ
た
り
︑
皆
さ
ん

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
︑

区
内
小
中
学
生
か
ら
﹁
野
菜
を
食
べ

江
東
区
食
育
推
進
計
画
を
改
定

食
育
と
は
︑
生
涯
に
わ
た
っ
て
健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
︑
食
に
関
す
る

知
識
や
マ
ナ
ー
︑
食
べ
物
に
感
謝
す

る
心
を
身
に
付
け
︑
健
康
的
な
食
生

活
を
実
践
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で

す
︒区

で
は
平
成

年
�
月
︑
﹁
み
ん

26

な
が
楽
し
く
食
べ
て
元
気
な
心
と
体

を
つ
く
り
ま
す
﹂
を
基
本
理
念
と
し

た
江
東
区
食
育
推
進
計
画
を
改
定
し

ま
し
た
︒
﹁
周
知
か
ら
実
践
へ
﹂
を

テ
ー
マ
に
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ

な
が
る
食
育
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
て
推
進
し
︑
基
本
理
念
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
︒
ま
た
︑
区
で
取
り

小
学
生
部
門
優
秀
賞

か
か
さ
ず
に

や
さ
い
を
た
べ
れ
ば

金
メ
ダ
ル

扇
橋
小

稲
垣
和
彌
さ
ん

他
�

人
入
賞

中
学
生
部
門
優
秀
賞

味
わ
お
う

季
節
の
味
を

野
菜
か
ら

砂
町
中

立
川
麻
衣
さ
ん

他
�

人
入
賞
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